
七宗町が進めるSDGｓ
～三年晩茶の取組み～

岐阜県七宗町役場



七宗町の紹介



七宗町の紹介

町名 七宗町(ひちそうちょう)

七は地元の方言に基づき｢ひち｣と読む

面積 90.47㎢(面積の約90%が山林)

人口 ３656人

(岐阜県で３番目に人口が少ない自治
体)

高齢化率 41.8%(全国平均26.6%)

隣接自治体 関市･美濃加茂市･下呂市

地区 右記のとおり上麻生(かみあそう)地区

･神渕(かぶち)地区に分かれている

神渕地区

上麻生地区



七宗町と美濃加茂市が抱える課題

【七宗町】

茶業の衰退や後継者不足により、耕作放棄茶園が多数存在

→耕作放棄茶園は害獣の住処になり、不法投棄の温床にもなる

【美濃加茂市】

荒廃した里山の整備事業にて伐採された木々から多くの薪を生
産

→生産された薪の有効的な使い道について模索

急速に進む過疎・高齢化の波によって、野生動物と人との緩衝
帯として機能してきた里山が荒廃



七宗町と美濃加茂市が抱える課題

・耕作放棄され荒れた茶園 ・蓄積された薪

２つの課題を解決する方法・・・『三年晩茶』



三年晩茶とは？

・新芽を刈り取らず、３年以上成長させた茶木を冬に根元から枝

ごと切り取り、葉っぱも枝も細かく粉砕して作られるお茶

・農薬・肥料を一切使わずに、その土地のものを循環させた自

然栽培で育てられた三年晩茶は飲む人の体にやさしいお茶

・三年晩茶のカフェインは、緑茶の１０分の１ほどなので、妊婦

やお年寄り、子どもが安心して飲むことができる。



三年晩茶とSDGｓの関係性

SDGｓ

目標１５ 陸の豊かさも守ろう

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化

への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復および生物多様性の損失を阻止する。

森林の劣化を防ぎ、生物多様性を含む山地生態の保全につながる

耕作放棄茶園と里山の薪に新たな価値をもたらす三年晩茶を生産
することが、持続可能な里山整備サイクルをつくりだす



三年晩茶を活用した課題解決策

原材料として七宗町の耕作放棄茶園の茶木を刈り取り

美濃加茂市の薪を燃料として焙煎し、三年晩茶を生産

生産された三年晩茶を販売し、利益を生み出す

生み出された利益を茶園の刈り取り、里山整備の費用に還元



三年晩茶を活用した課題解決策

生み出されるその他のメリット

・茶木の刈り取りと焙煎を行う人材に地域住民を登用することで、働く場

を提供することができる

・三年晩茶を地域内で消費することにより、地域住民の里山への思いを育

て、地域内の学校でも消費することで、次世代を担う子供たちの里山に

対する意識も高める



昨年度の取り組み内容

・茶木の刈り取り風景 ・試験的に製品化された三年晩茶

※令和元年度に試験的に約90㎏の三年晩茶を生産し、道の駅ロックタ
ウンプラザにて販売および七宗町ふるさと納税返礼品として活用



今後の課題

・三年晩茶生産拠点の整備

・茶木の刈り取りから焙煎までの三年晩茶生産

行程の習得と組織づくり

・三年晩茶の販路開拓と地域内消費の推進

清流の国ぎふ推進補助金に申請し、美濃加茂市
および関係各所と連携しながら、推進していく




